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東海大学紀要海洋学部第45号 167-179頁 (1998)

スズメダイ科魚類の繁殖習性と卵・仔魚の形状*

田中洋一

Reproductive Behavior and Morphology 

of Eggs and Larvae of Damselfish 

Y oichi T ANAKA 

Abstract 

This paper deals with the comparative study on the reproductive behavior， egg and 

larvae of 52 species， 14 genera， of damselfish studied at the field and under tank 

breeding conditions at the Marine Science Museum， Tokai University. 

Spawning of damselfish mostly commenced around sunrise and ceased at early 

morning， except for anemone fish (Amphiprion) which spawn in daytime and make 

symbiotic life with sea anemone. There were wide diversity in the number and size of 

egg spawned in that the former ranges from 150 to 50， 000 and the latter ranges from 

o. 57 mm to 2.73 mm in diameter (long axis) ， while little variations for both characters 

were recognized within each genus. The negative correlation between number of eggs 

and egg size was confirmed to exist as “large egg small numbers" case and “small egg 

large numbers" case. 

Days of incubation varied from 3 to 9 days and there seemed the correlation 

between egg size and days of incubation as large eggs require long incubation time. 

Intervals of spawning were mostly observed as around a week， however， around 

10 days in anemone fish having large eggs. 

Size of newly hatched larvae was variable， ranging from 2.08 mm to 4.80 mm in 

total length and seemed to correspond with the morphological development of larvae 

such as mouth conditions. A significant positive correlation was confirmed between 

egg diameter and larval length in terms of genus of damselfish. 

緒言

東海大学海洋科学博物館(以下，当館)では， 1970年の開館以来，館内で産卵・産仔が行わ
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れる海産魚類の繁殖習性とそれらの初期生活史の観察および育成研究を継続してきた.その結

果，これまで (1997年5月末現在)に50科176種の海産魚類の産卵・産仔を観察することがで

きた.この中には，本報告のスズメダイ科魚類は 9属31種 (Table1)が含まれ，このほか野

外からの採集卵塊によって観察したコガネスズメ夕、イ Chromisanalisなど9属21種 (Table

2)を加えると14属52種となる.また，当館内で産卵・産仔が観察された海産魚類のうち35種

については未成魚以上の段階まで育成することができ，スズメ夕、イ科のものはこのうち14種で，

育成成功種の40%を占める.スズメダイ科魚類は世界の熱帯，亜熱帯域を中心に320種ほどが

知られ (ALLEN，1991)，本邦沿岸でも90種余りが知られる(益田ほか， 1988) ように多数

種を含む魚類群で，クマノミ類を始めとする繁殖習性や卵・仔魚に関する報告も古くから行わ

れている.因に，著者等が観察した14属52種のほかに，本邦で観察されたスズメダイ科魚類の

卵および仔魚に関する情報としては，イシガキスズメダイ属のイシガキスズメダイ Plectrogly-

ρhidodon dickii (高田・古山， 1973) とクロソラスズメダイ属のクロソラスズメ夕、イ Stegas-

tes nigricans (高田・古山， 1973)およびセダカスズメダイ S.altus (岡本， 1989;幸田，

1989)それに，外国産の Hypsypoρs属のガリパルディ H沙sypo，ρsrubicund:陥(吉田ほか，

1993)の3属4種がある.また，稚魚、の段階のみの情報ではあるが，種不明種4種を含めて11

種についての情報(木下， 1988)が得られている.

従って，本報告では，本邦でスズメダイ科魚類の卵・仔魚の形状が明らかになった種のうち，

約93%を観察した著者等の観察を中心に，繁殖習性と卵および醇化仔魚の形状について比較検

討する.

材料と方法

繁殖習性と卵・仔魚の観察は，水槽飼育下では繁殖習性と卵・仔魚の形状観察および育成の

いずれについても重点をおいたが，野外観察では，極一部の種を除いては繁殖習性の観察は行

わず，採集卵による卵と仔魚の形状観察に重点を絞って行った.

当館で繁殖用として使用した親魚飼育水槽は，601容量のガラス水槽から30001容量の一面

ガラス張りコンクリート水槽まで，大きさや容量は多岐に亘るが，いずれの水槽もろ過循環装

置と温度調節器が付帯されていた.飼育水温は，観察した種が温帯から熱帯域に分布・生息す

る点を考慮して， 20~30oCの範囲で，それぞれ各魚種の生息域での産卵期の水温として予測さ

れた温度に設定した.即ち，温帯性種については20~250C (主には220C以上)の範囲に，熱帯，

亜熱帯種は25~300Cの範囲に温度調節して飼育を行った.また，既知の本科魚類は全て付着沈

性卵を産出し，野外では岩やサンゴあるいは投棄された空き缶や自動車の古タイヤなどを産卵

基盤として利用することが知られているため，親魚飼育水槽底面には，産卵基盤としての産卵

巣や産卵床として利用可能な石や岩，サンゴ骨格のほか，素焼きの土管，塩化ビニールパイプ，

コンクリート・ブロックなどを設置した.

卵発生の観察は，受精直後から経過時間ごとに卵を採取して観察を行ったほか，産卵終了を

確認後，卵塊の一部を取り出して 1~ 31のビーカーに収容し，親魚の飼育水温と同程度ある
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いはやや高めに温度調節したホットプレートやWater-Bathを使用して弱い通気を施して飼

育を行い，観察の都度3""""'5粒の卵を取り上げて検鏡した.仔魚は，鮮化が予想された日の夕

刻に，飼育水槽の循環装置を停止して僻化を待ち，本科魚類の鮮化仔魚が有する正の走光性を

利用して採集した.即ち，ハンドライトを水槽上部から水槽底に向けて照射し，光束に暗集し

た仔魚を口径7""""'8mmのビニールチューブをサイフォンとして，別に用意した30""""'5001容

量の円形ポリカーボネイトタンク(商品名;パンライト，以下パンライトと記載)に移入して

飼育を継続した.仔魚の観察に際しては， 5 .........10尾を取り上げて動物麻酔薬 (MS222)で動

きを停止した後，顕微鏡下で各部の計測とスケッチを行ったほか， 35mmカメラによる撮影

も行った.また，野外観察は，沼津市江梨地先と本学研究所のある西表島周辺域(渡辺，

1991)の2ヵ所で行ったが，いずれもスキューパダイビングによって卵塊を基盤ごと採集し，

江梨地先の場合は当館に，西表島周辺域の場合は研究所に，それぞれ持ち帰って30""""'5001容

量のパンライトに収容して，醇化後も継続飼育した.この際，パンライト内にはエアーストー

ン1個を投入して，卵の段階では強く，また，僻化後の仔魚では弱い通気を行った.尚，館内

産出卵，野外採集卵のいずれの場合も，仔魚育成に際しては，餌料としてシオミズツボワムシ，

アルテミア鮮化幼生，魚卵(主にタラコ)，魚介肉ミンチといった餌料系列によった.

結果

繁殖行動

本科魚類の求愛から産卵，そして卵保護に至る繁殖行動は，種間で若干の相違が見られるが，

基本的な行動様式はほぼ同様で，以下のように概略される.

親魚(主に雄)は産卵に先立つて，早ければ一週間前から，遅くとも産卵の前日には，産卵

基盤となる産卵床に付着した藻類やゴミ，あるいは2回目以降の産卵では前回の産出卵の付着

糸叢痕を，口で剥ぎ取り，胸鰭と尾鰭を使って払い落とす，所謂「掃除行動jを行う.この掃

除行動は，産卵が近づくにつれて頻繁かつ熱心になり，産卵の直前まで行われる.そして産卵

基盤の掃除が終了すると，産卵基盤を離れ，近くに居る雌に接近した後，急角度に頭部を下げ

て素早く下方に S字を描くように進む「シグナルジャンプ」と呼ばれる行動や，雌の腹部の

直前まで近づいた後，急に方向転換して素早く産卵床に向かう「ディッピング」と呼ばれる行

動などの「求愛・誘引行動」を行う.また，繁殖期間中に雄の体色に変化が認められる(黒化

や薄化および斑紋の出現)種が多く，これらの変化は繁殖行動中に特に顕著に認められた.ま

た，産卵当日の雌の腹部は，産卵開始時刻の 5""""'4時間ほど前には肥大し始め，産卵の30分ほ

ど前には顕著に肥大する.クマノミ類では，産卵の 2""""'1時間ほど前には僅かながら輸卵管も

突出する.雄の求愛・誘引行動によって産卵床に誘引された雌は，輸卵管を産卵基盤に接触さ

せて前進し，基盤表面の清掃状態を確かめるような行動を数回繰り返す.その後，垂直鰭を立

てて体を小刻みに震わせながら 5""""'10秒間基盤に沿って前進あるいは旋回し， 5""""'10粒の卵を

産着する.産み出された直後の卵は，倒れた状態で基盤に平行に産着されるが，間もなく付着

糸叢を基点として基盤にほぽ直角に起立する.雌の放卵中は雄はず、っと雌の側にいて，雌の放
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卵直後に起立した卵群に対して雌と同様の姿勢で放精する.雌の放卵と雄の放精は交互に繰り

返して行われ，最終的には基盤に一層にほぽ円形をした卵塊を形成する.全て放卵を終了した

雌は，多くの場合，直ちに自ら産卵床から離れるが，放卵終了後も産卵床に残留するような場

合は，雄によって産卵床外に駆逐される.一方，雄は産卵床に留まって，口による不良卵の除

去や胸鰭と尾鰭による卵群へのファニングと呼ばれる煽行動などの「卵保護行動」を卵が醇化

するまでの間，休むことなく連日継続する.このため，投餌時にも雌は摂餌に集中するが，雄

は摂餌量も少なく，摂餌後は直ちに産卵床に戻って卵保護を継続する.雄の卵群への煽行動は，

昼間は活発に行われるが，醇化日以外の日は，日没後暗くなってからは卵塊の近くで静止状態

で居ることが多い.雄が産卵床にいて卵保護に費やす時聞は，産卵当初は比較的少ないが，解

化が近づくに連れて長くなり，解化当日にはほとんどの時間を産卵床で過ごす.そして，僻化

直前には動きも顕著に活発になり，特に煽行動の様子は，卵殻から仔魚をはじきだすとも見ら

れるほどの勢いが感じられる.

産卵時刻

当館内で観察された全ての本科魚類(デパスズメダイとセナキルリスズメダイ Chη'siptera

starckiは未観察)の産卵開始時刻 (Table1)は，クマノミ類を除き全体的には早朝に産卵を

開始する傾向が認められるが，種によってはかなりの幅も見られる.しかし，詳細に見ると，

多くの種については，産卵開始時刻はある限られた範囲の時間帯にモードが見出される.即ち，

日出前後から12時前後の範囲に産卵開始時刻が観察されたスズメ夕、イ属のスズメダイ

Chromis notat悶(鈴木ほか， 1985) とマツパスズメダイc.ルme附(田中， 1983)，ミスジリ

ュウキュウスズメダイ属のフタスジリュウキュウスズメダイ Dascyllusreticula似s(田中ほか，

未発表)，リボンスズメダイ属のスミレスズメ夕、イ Neoρomacentrusviolaceus (田中ほか，未

発表)およびソラスズメ夕、イ属のソラスズメダイ Pomacentruscoelest;ゐ(田中・新田， 1997) 

とフィリピンスズメダイ P. ρhil~砂inus (田中ほか，未発表)では，いずれも日出前後から 1

~2 時間後の範囲に産卵開始時刻のモードが見られる.また，日出 2~3 時間後から夕刻にか

けて産卵開始時刻が観察されたミスジリュウキュウスズメダイ属のミツボシクロスズメダイ

D. trimaculatus (田中， 1990) とリボンスズメダイ属の N azysron (田中ほか，未発表)で

は， 10時前後までの聞にモードが見出された.しかし，産卵開始時刻が深夜から日出前までに

観察されたクラカオスズメダイ属のクラカオスズメダイ Amblyg仰hidodoncuracao (田中・

森， 1989) とヒレナガスズメダイ属のヒレナガスズメダイ Paraglyphidodonnigroris (田中ほ

か，未発表)，そして，夕刻から日出 2~3 時間後までの聞に観察されたヒレナガスズメダイ

属のクロスズメダイ P.melas (田中ほか， 1995) では，午前 2~3 時噴に比較的集中する傾

向が見られるものの，産卵時刻の明瞭なモードは見出せなかった.尚，Premnus属と Am-

ρhiprion属を含むクマノミ類はいずれも産卵は日出後に開始されるが，以下の 2つの時間帯

に大別される(田中， 1993).即ち，比較的早朝から午前中に産卵が集中するシロミスジ

Premnus biaculeatus， トウアカクマノミ A.ρolymnus，ハマクマノミ A.jシ'enatω，ハナビラ

クマノミ A.ρerideraion，ニシハナピラクマノミ Anigripes.およびクロハマクマノミ A.
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melanopus.と午後に集中するクマノミ A.clarkii，カクレクマノミ A.ocellaris，セジロクマ

ノミ A.sandaracinosおよびセグロクマノミ A.ゅhiPPiumである.

瞬化所要日数，瞬化時刻および産卵間隔 (Table1) 

受精から醇化までに要する日数は，クマノミ類で 6~12日(クマノミを除くと 6~9 日)， 

ヒレナガスズメダイで 6~7 日，ルリスズメダイ属のレモンスズメ夕、イ ChηIsþtera rex (田中

ほか，未発表)で 5~6 日と比較的日数を要するが，これら以外はいずれも受精 5 日後までに

は醇化を終了する.中でもミスジリュウキュウスズメ夕、イ属Dasりllusの4種は短く，全て受

精3日後に醇化を終了している.

僻化はいずれの種においても日没後に開始されたが，解化開始時刻は，季節に伴う日没時刻

の変化に対応して変化する傾向が認められた.また，同一卵塊でも一日のうちに鮮化を終了し

ない場合が何例か観察されたが，これらについても翌日の同時刻に醇化が行われた.産卵から

次の産卵までの産卵間隔は，クマノミ類でやや長い傾向が認められるが，そのほかの多くの種

Table 1. Reproductive behavior， egg and larvae of damselfish， observed at Marine Science 
Museum， Tokai University. 

Genus Beginni唱 time Days Intervals N岨bers E田gein egg di阻eter R.nge in TL(皿) Mouth condi tions 
皿d of 01 01 01 (long .xisXshort .xisl 。f 01 
speCles S開IfIllng incubation 8凹wnlOg S開閉mge邸 newly hatched larv.e newly hatched larvae 

匙盟F，MELaculeatus 09:38-11:55 6・7 10-16 500・1300 1.86・1.98XO. 75-0. 83 3.74-4.16 。

益器重量塁王
14:00・16:26 9・12 9-17 500-1000 2.27-2. 73XO. 80-0. 90 3.70-4.40 @ 

09:10-15・14 7-8 11-15 1500・3000 2. 20-2. 40XO. 89・0.95 4白18・4.22 。
13・00・17:30 8-9 11・14 200-1200 2. 20-2. 40XO. 85-0. 98 4.40-4.70 @ 

07:30-10・32 8・9 11-16 400・700 2.53・2.69XO. 97・1.05 4.58・4.80 @ 

12・15・12:45 8-9 10・18 150-200 1.95-2目15XO.82-0. 85 3.70-3.90 @ 

A. perideraion 10・06-12・06 6・7 7-9 300-600 1. 90-2. 09XO. 80・0.92 3.52・3.70 。
匙ιιι盟旦些旦i且i国単盟担型盟組LL 

08・48-13:23 7-8 8-13 600-1700 2.28-2. 50XO. 80-0. 93 4.30-4.80 。
06:10-10:31 8・9 9・12 400・800 2.15・2.30XO. 76・0目84 3.75・4.10 。
13・30-16・00 7-8 10・11 900-1000 2.20-2. 37XO. 90・0.98 3.80-4.58 。

ιι♀旦1単盟且且盟坐且EL 皇ー
04・00・11:00 3-4 240ωー40000 0.98-1目。4XO.60-0. 65 2目44-2目64 X 
05・00-13:00 3・4 55000 0.85-0. 92XO. 54-0. 58 2.32・2.37 X 

C.皿!J!町it!ler 06:00・07:30 4-5 5000 0.63-0. 68XO. 43 2.20-2目35 X 

担笠D.込reUtiL叩latus 06:00・11:20 9・13 7800 O. 63-0. 65XO白48・0.50 2.10・2.28 X 

且且D.旦些tri盟単皿E品cLuSlL at田

04:30-05・30 6-9 3800-6000 O. 70-0. 78XO. 48-0目53 2目15-2目40 X 
04:00・05:55 5-7 13000-50000 0.65・0.68XO.43・0.45 2.10-2.印 x 
08:05・14:10 9-11 27000-38000 0.60-0. 65XO. 45-0. 48 2.08・2目38 X 

Amblysl盟hi曲don

Neιo盟些m些.c些enEtLrus 
01:00・04・30 4‘5 5・9 1500-2500 1.45-1.印XO目50-0.58 3.30・3.48 。

L五豆些型L 04:10-11:00 3-4 5・7 1000 1.12-1. 19XO目43-0.46 2.62-2. 92 A 

PaL四gEl謹Ezhg1dLodon 
08:30-17:17 3-4 5・7 1000-3000 1. lH. 33XO. 48・0.56 2.25・2.76 A 

E盟旦E乙F旦単旦盟00広i星lE主通u監cLE話eLLeS ini sis 

16:30・08:26 6-7 8-12 13000 1. 73・1.81XO. 71-0. 72 3.67-3. 74 。
01:54-02:38 7-8 1.2H.32XO.日1・0.64 2.91・3.35 。
05:30・11:22 3-4 5-7 1500・3000 1.00・1.15XO. 48-0.町 2.76-2. 80 ム
05: 40-06: 50 3-4 3・5 1000・2500 1.13-1. 25XO目50-0.56 2.80・3目。4 。

乙P.且l1!!国il!ppinus 
04:47・06:26 4 3-6 900-2500 1.16-1白18XO.38-0. 40 2.50・2.68 A 
05:24-10:23 4 5・7 7400-8300 1. 20-1. 33XO目53-0.弱 3.16-3. 36 。

盛立単且旦L

選♀主旦旦盟堕手盟虫L型
04・30‘06・20 4・5 5・7 3000-3500 1.29-1目32XO.57・0.60 3.20-3.70 。
05・おー06:0。 4・5 6-9 10叩・1500 1. 25-1. 39XO. 53-0. 62 3.32-3.50 。

1. 05-1. 08XO. 53・0.55 2.84・3.04 A 
03・52-06・10 5・6 2-3 3000-5000 1.18-1目25XO.出-0目67 3.25-3.46 。

l(outh condi tions: @白widelyopened I 0: opened，ム:not opened， X : not formed， 
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では，一週間前後の間隔で産卵が繰り返される多国産卵魚であることが確かめられた.しかし，

レモンスズメダイの産卵間隔は 2~3 日 (90%以上は 2 日)と極めて短く，前回の卵が僻化し

ないうちに次の産卵を行うと言った特異な点が認められた.

産卵数

雌親がー囲に産出する卵数は，本科魚類全体として見ればセジロクマノミ A.sand包raczηos

の150粒からマツパスズメダイ C.ルmeus(田中， 1983)の55，000粒まで広い幅が認められた.
しかし，属間ではかなりの相違が見られるものの，同属内では変異の幅が小さい傾向が窺われ

(Table 1). 

卵・仔魚の時刻犬

受精卵の形状と大きさ (Table1， Table 2) 

卵の性状を直接観察できた13属44種の本科魚類の受精卵は，全て長軸の一端に付着糸叢を有

る

Table 2. Egg and larvae of damselfish， observed at the field. 

Mouth condi tions 
of 

newly hatched larvae 

Range in TL(阻)of 
newly hatched 
larvae 

Range in egg diameter (凹)
(1ong axisXshort axis) 

Genus 
and 
species 

V
A
V
A
V
A
 

2.70‘2.75 
2.51-2目53
2.13・2.23

0.70町O.80XO. 50‘0.58 
0.68‘O. 73XO. 48-0. 50 
0.57・0.63XO目49・0.51

包旦mis
C. analis 
主坐話匙旦旦邑~
♀道県民!!!

一
ム
ム
ム

2.80-2.90 
3目12・3目28
2.40‘2目70

1. 08XO. 52 

1. 10-1. 15XO. 60・0.65
1. 20-1. 30XO. 67・0.70

Abdefduf 
L星誕辿E
L旦昼竪迎E
A seロte国fasciatus
L旦詔担笠~
挫出且些盛盟
ι担盟盤堅生L 。3.52陶3.731. 38・1.40XO. 58・0.60

。3.36サ.431. 23-1. 31XO. 60-0. 61 
且叫認出盟
主旦並盟担L

。
0
0
0
0
0
0
-

2目76-2.90

2.70‘2.80 
3目32-3.50
3目84句3.90
3.21‘3.41 
3.53寸.57
3.45-3.56 

。目88-0.93XO. 36・0.44

1. 24-1. 28XO. 48均0.50

1. 23-1. 29XO. 53‘0.55 

Flectrodvohidodon 
L主旦盟単盗

包盟笠且盟主
乙旦僅謹主竪.!!..
乙担足担虫色
乙些些盟担E
E主盟担笠笠担ー
乙単組且.e...
t_sP. 
乙盟包些旦単.e...

包担感盟主
乙込些些坐盟L X 2.40‘2目45

包立単民主a
♀担血盟旦
♀迎担盟通!!..

ム2.69-2.89 1.15-1.18XO目47-0.48
1. 08-1. 22XO. 45-0. 48 

O. 93XO. 47 
包錯鐙怠L
主込昆虫.e...

Mouth conditions: O:opened， 
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X : not formed， ム:not opened， 
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スズメダイ類の産卵と卵・仔魚

する付着沈性卵であることが確かめられたが，卵の形状は大きくは2型に分類された.即ち，

スズメダイ属，ミスジリュウキュウスズメダイ属，オヤピッチャ属Abdefd句人イシガキスズ

メ夕、イ属Neoρomacentrusおよびクロソラスズメダイ属 Stegastesの5属15種の受精卵は鶏卵

形を呈していたが，残りの 8属29種の受精卵は，長軸のほぽ中央付近に浅い窪みをもっ繭形で

あった.受精卵の大きさについて，その長径から見ると，スズメダイ属のモンスズメダイ C.

xanthura (渡辺， 1991)のO.57mmからクマノミの2.73mmまで5倍近くの差が見られ，長

径の大きさによって以下の3段階に分類できるようである.即ち，クマノミ類のように，卵の

長径が2mmを越えるような大型卵，スズメ夕、イ属，ミスジリュウキュウスズメ夕、イ属，イ

シガキスズメダイ属およびクロソラスズメダイ属のように，長径が 1mm以下の小型卵，そ

して，そのほかの多くの属が含まれる中間の大きさの中型卵である.

瞬化仔魚の罪刻犬と大きさおよび開口の有無

観察できた本科魚類の鮮化直後の仔魚13属47種は，大きさや眼の黒化の有無，開口の有無あ

るいは消化管の形成状態などの器官の発達程度に相違が見られるものの，各鰭は膜鰭状である

ほか，クマノミ類を除き前脳部付近に明瞭な 1個と尾部体側腹面に十個前後から二十数個の黒

色素胞が存在するという共通点が認められた (Fig.1).仔魚の全長は，ミツボシクロスズメ

ダイの2.08mmからハマクマノミとニシハナビラクマノミの4.80mmまであり，倍以上の差

が認められる.しかし，同属内では解化仔魚の大きさは同様であった.器官の発達程度の一つ

の指標となる開口の有無や程度についても，醇化仔魚の大きさに応じて状態を異にし，次の 4

段階に分げられた.即ち，①クマノミ類のように瞬化直後に口は大きく聞き，摂餌可能な状態

にあるもの((Q)印)，②ヒレナガスズメダイ属やクラカオスズメ夕、イ属，ダンダラスズメダイ

属のように僻化時に開口しているが，摂餌には醇化後十数時間を要するもの (0印)，③ソラ

スズメダイ属とルリスズメ夕、イ属の一部やリボンスズメダイ属，オヤピッチャ属などのように，

口は形成されているものの，開口していないもの(ム印)，そして，④スズメダイ属やミスジ

リュウキュウスズメダイ属，オキナワスズメダイ属のように，醇化した時点で口は未だ形成さ

れていないもの (X印)，などである.

論議

産卵時刻に関して

海産魚類一般に，浮性卵を産出する種の場合，繁殖行動中の個体自身や産出卵の外敵からの

捕食圧を低下させる目的で，多くの種では，日没後の薄暮時に産卵が行われるとされる.

本科魚類9属29種の産卵開始時刻は，大きくは 3つのパターンに分けられるように見倣され

た.第一のパターンは，深夜 1 時~2 時の間に開始され，殆どが日出前には産卵を終了するも

ので，このパターンにはクラカオスズメダイ属のクラカオスズメダイのほか，ヒレナガスズメ

ダイ属のクロスズメダイとヒレナガスズメダイが含まれる.最も多くの種が含まれる第2のパ

ターンは，日出直前から直後にかけて産卵を開始するもので，多くの場合，産卵終了時刻も日
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Premπαs: P. bi.αcu leatus Heopomαcentrus.' H. uio l.aceus 

Pαrαgl.yphidodion.' P.llel.αs 

Pl.ectrogl.yph idodoTt.' P， l.αcry1ltα士us

、一-、~

ChrOllis.' C ，margαriti.fer 

』ヨ Pomacentrus: P.coel.estis 

ーーτー一一ーーー一 ーーーーー一一一一一一J

Dαscyllus.' D， reticulαtus 

P，phili.ppinus 

Abde!du!: A. septel:t!asctatus 

Chr Jsiptera.' C. pαrαsema 

AlIIblygl.yph idodon.' A， curacα。

C， leucopomα 

Di..sch i.stodus.' D， m!! l.anotus 

Po~αchromís .' P.richαrdsoni 

Fig.1. Newly hatched larvae of th巴 12genus of the damselfish 
(，---一一一_J1mm). 
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スズメダイ類の産卵と卵・仔魚

出後間もなくの時間帯にある.第3のパターンは，日出後に産卵を開始するもので，このパタ

ーンを示す種としてはクマノミ類が該当するが，この場合，午前中に産卵が集中する種と午後

に産卵が集中する種の2つのグループに分けられた.これらの結果をもとに，本科魚類の産卵

時刻の意義について推論すると以下のようになる.即ち，沈性卵産出魚、である本科魚類におい

ても，浮性卵産出魚と同様に，親魚個体自身あるいは外敵による産出卵の食害からの防衛とい

う点から，暗黒の深夜と薄明の日出時に産卵する種については理解される.一方，外敵から最

も発見され易い時間帯に産卵するクマノミ類の場合は，この点からみれば最も不利となるわけ

であるが，クマノミ類はイソギンチャクの触手の近くを産卵基盤とする特異な産卵生態をもつ

ため，イソギンチャクの存在によって外敵からの食害を防御できる有利性があり，ほかの本科

魚類に比べて産卵時聞には比較的融通性があるものと考えられる.

瞬化所要日数，瞬化時刻，産卵間隔に関して

受精から僻化までに要する時間や日数の長短は，一般には環境水温や卵の大きさの違いによ

るとされる.即ち，高水温下や小型卵では醇化所要時間や所要日数は短く，逆の場合は長いと

される.

前述したように，当館での飼育水温は温帯性種で20~250C，熱帯，亜熱帯性種では25~300C

の範囲に設定したため，両者聞には温度差があるが，生息域を同じくする種についてはほぼ同

様の水温であった.しかし，同じ熱帯域に生息するクマノミ類とミスジリュウキュウスズメ夕、

イ属の場合，長径1.86~2. 69mm の大型卵の前者では鮮化までに 6~9 日， 0.60~0. 78mm 

の小型卵の後者では3日という差見られた.これは顕著な例であるが，ほかの種についても同

様の傾向が窺われたことから，卵の大きさと僻化所要時間の聞には相関関係が想定された.

瞬化時刻は，ハゼ科などの沈性卵産出魚の場合と同様に，観察できた本科魚類全ての種で醇

化は日没後に開始された.また，これらの僻化開始時刻は季節による日没時刻の変化に伴って

変化した.このことは，産卵時刻について考察したように，本科魚類の醇化仔魚の外敵からの

捕食圧を減少するための適応と考えられる.

観察できた本科魚類は，全て多国産卵魚であることが確かめられたが，産卵から次の産卵ま

での産卵間隔は，種によって，最少 2~3 日から長いものでは10 日以上とかなりの差異があり，

同一種でも若干の個体差が見られた.しかし，クマノミ類を除き多くの種で，一週間前後の間

隔で繰り返し産卵するものと見られ，連日産卵が観察されているキンチャクダイ科

Pomacanthidae魚類(日置， 1992)やゴンベ科Cirrhitidae魚類(田中， 1993) とは大きく異

なる結果となった.この相違に関しては，産出卵の性状の違いや親魚による卵保護の有無など

に起因するものと考えられた.即ち，これら 2科のものは浮性卵であって，親魚による卵保護

を必要とせず，しかもほぼ一夜で醇化する.一方，本科魚類は沈性卵であり，卵巣卵の成熟に

時間を要する点や， g際化までの聞の比較的長時間に亘って親魚の卵保護を必要とする点などの

相違点がある.

尚，本科魚類のうち，Jレリスズメ夕、イ Chη'sipteracyanea (田名瀬， 1971)，ミツボシクロ

スズメダイ(田名瀬， 1989)およびミスジリュウキュウスズメダイ Dascyllusaruanus (田中，
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1990)では，飼育水温を変化させて飼育した場合に，産卵間隔に変化が見られたとし，飼育水

温と産卵間隔の聞にも相関関係があることを示唆している.このうち，具体的数字を記載した

2種については以下のようになる.まず， }レリスズメダイでは，飼育水温を24.0~27 . OOCで飼

育した場合の産卵間隔は 5~11 日であったが， 28.0~30.0oCで飼育すると 3~4 日に短縮され

た.また，ミスジリュウキュウスズメ夕、イでも，飼育水温25. 5~26 .50Cでは産卵間隔13~17 日

(平均15日)であったものが，飼育水温27. 0~28 . 50Cでは 6~9 日(平均 8 日)と，飼育水温

の上昇とともに産卵間隔は短縮傾向を示す.この傾向は，産卵間隔については具体的数字を記

載していないミツボシクロスズメダイでも「産卵間隔は6日から25日の幅があるが，高水温下

(飼育水温28.0~31. OOC)では短く，飼育水温の低下 (26.0~28. OOC)とともに間隔は長くな

る傾向が認められたJとしている.

また，瞬化所要日数 5~6 日に対して産卵間隔が 2~3 日 (90%以上は 2 日)と，産卵間隔

が極端に短く，前回の産出卵が醇化する前に次の産卵を行うといった結果が得られたレモンス

ズメダイのようなケースはほかに例を見ず，この点については現状では立ち入った考察はでき

ない.

産卵数に関して

本報告で産卵数が計数できた9属28種について，数百から数千粒を産出するクマノミ属と数

千から数万粒を産出するスズメダイ属やミスジリュウキュウスズメダイ属のように，属間での

産卵数には二桁以上の差が観察されたが，一方，同属内ではほぽ同様の値を示す傾向が窺われ

た.また，産卵数は卵の大きさ(長径)とも関連し，小型卵で多数，大型卵で少数産出する点

は，本科魚類においてもハゼ類で知られる(道津， 1979)小卵多産，大卵少産と同様の傾向を

示すことが確かめられた.

卵と瞬化仔魚の大きさ，耳到犬に関して

卵径と醇化仔魚の大きさの聞に相関関係が想定されたので， 40種 (13属)についてその関係

を見ると，両者の聞には相関関係0.93という高い正の相闘が確かめられた (Fig.2).また，

属を単位としてその関係を見ると，同様に高い相関関係が認められた (Fig.3).このことは

また，同属の種間では，卵径，瞬化仔魚の大きさに，ほとんど差異が無いことを示している.

尚， Fig.3において，卵の長径がほぼ同様の値を示したダンダラスズメダイ属Dischistodus， 

ルリスズメダイ属，ソラスズメダイ属，オヤピッチャ属およびイシガキスズメダイ属の5属で，

醇化仔魚の大きさに差が見られたが，この点は卵の短径の相違による差と考えられた.つまり，

最も仔魚が小型のイシガキスズメダイ属の卵の短径はO.36~0. 44mmであるのに対して，仔

魚が最も大型であった夕、ンダラスズメダイ属はo. 60~0 . 61mmと最も大きく，仔魚の大きさ
が両種の間にあるほかの3属についても同様の傾向が認められた.

器官の発達の程度を示す瞬化直後の時点での仔魚の開口の有無についても，仔魚の大きさと

の関連が認められた.即ち，クマノミ属のような醇化の時点、で3.7mm以上の大型の仔魚では，

完全に開口していて直ちに摂餌可能な状態にあるのに対して，スズメダイ属やミスジリュウキ
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ュウスズメダイ属のような2.7mm以下の小型の仔魚では，口は未だ形成されていないといっ

た相違が見られる.また，中間の大きさにあるものでは 2つのタイプがあり，大型に近い大き

さのものでは開口していて，十数時間後には摂餌可能な状態、にあるが，小型に近い大きさのも

のでは，口は形成されているものの，開口していない状態にあった (Fig.1). 

今回の研究により，本科魚類の産卵，初期生活史(特に卵の大きさ)が種分化の体系に対応

する可能性が考えられた.
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